
 

地域コミュニティに関するアンケート調査を実施 

 今回のアンケート調査は、無作為抽出による２０歳以上の市民3千人を対象に行い、回答率は34.2％

（1,027人）でした。単純集計では、約７割弱の市民の方々が地域に愛着を持ち、地域活動は大切だと考え

ていることが伺え、その「思い」を、新たな「カタチ・活動」に反映し、地域活動に取組んでいく必要性と

課題が見えてきました。 

 近年の価値観やライフスタイルの変化は、地域で「助け合う」と言った「共助」に対する意識の希薄化を

招き、急激に進行する少子高齢化と相まって、多様化・複雑化する地域課題へ対応する市民活動に支障をき

たしつつあります。今回の調査結果については、現在各地区まちづくり委員会にて取組んでいるコミュニ

ティプラン（地区まちづくり市民活動計画）の作成に活用していただくなど、未来を担う子どもたちに引き

継ぐ地域の将来像を描き、共有しながら、そこに向かって取組まれるさまざまな市民活動の創造に生かされ

ていきます。 

速報 

■地域への愛着と地域活動の大切さ・約７割弱の市民が認識 
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まちづくり市民センターまつり 

開催のお知らせ 

１ 
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 小学校区別に見ると、「愛着がある」、「ど

ちらかというと愛着がある」を合計した地域へ

の愛着度は、最も高い地域で８９％、最も低い

地域では５７％でした。 

 また、「愛着はない」、「どちらかというと

愛着はない」の合計が最も低い地域は９％、最

も高い地域は２８％でした。 

 小学校区別に見ると、「思う」が最も高い地域

では７７％、最も低い地域では６１％でした。 

 また、「思わない」が最も低い地域では２％、

最も高い地域では９％でした。 

 その他の意見として、「大切だと思うが、若い

方々の生活スタイルと地域活動がマッチできるか

が課題かと思う」などの意見が寄せられました。 

まちづくり市民センターだより 

問２ あなたは，お住いの地域（小学校区）に，   

愛着がありますか？ 

地域活動は大切だと思いますか？ 

問17 お住いの地域をより住みやすくするために， 



 

問15 今後，地域の住民が安心して，楽しく地域で暮らしてい

くために，地域で活動する自治会をはじめとする各種団

体が果たす役割は，どのように変化すると思いますか？ 

■住民主体の地域活動、防犯・交通安全、防災が上位 

問４ 地域住民が主体となって取組む地域の活動において，

もっとも優先して取組むべきことは，どんなことだと

思いますか？ （３つまで回答可） 

 まちづくり市民センターを拠点に活動するみなさんの、日頃の活動の成果を発表します。 

 新たな出会いと笑顔でつながる交流の輪を一緒に広げていきましょう。 

  ※今年度は「て～ら祭」としての開催を中止し、新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、催し物の規模を縮小したうえで、 

「まちづくり市民センターまつり」として開催します。 

～今年も会えたね “みんなの笑顔”～ 

 

■今後の地域活動団体の役割・３６％の市民が「わからない」 

 令和２年１１月８日(日)１０：００～１５：００ 日 時 

・屋外ステージ発表会 ※雨天中止 

・体験活動ブース 
  金メッキ体験、子ども遊び広場、民族打楽器体験、 

  ミサンガ作り、水風船、射的、ヨーヨー釣り、 

  ストラックアウト、輪投げ、ボッチャ体験、 

  掘り掘り土器体験、チャレンジランキング(5種目)など 

・市民団体活動紹介展 

・講演会等 
  歴史講演会、民話の語り、朗読会 

ご来場のみなさまへ 

・ご来場の際は、マスクの着

用をお願いします。 

・手指消毒をお願いします。 

・ご来場時、連絡先のご記入

をお願いします。 

・混雑の際は、入場制限を行

う場合があります。 

 鹿嶋市まちづくり市民センター 会 場 

内 容 

主 管 令和２年度鹿嶋市まちづくり市民センター祭実行委員会 

＜編集・発行：鹿嶋市まちづくり市民センター(鹿嶋市立中央公民館)＞ 
〒314-0031鹿嶋市大字宮中4631-1/TEL:83-1551 FAX:83-1553/E-mail:machishimin1@city.ibaraki-kashima.lg.jp 

 「どちらかというと小さくなる」と「小さくな

る」を合計すると３４％で、「大きくなる」と「ど

ちらかというと大きくなる」を合計した２０％を上

回りました。 

 「わからない」が３６％と最も多く、地域活動の

大切さを７０％近い方々が認識していることを踏ま

えると、活動情報を共有できる仕組みづくりなど、

活動の「見える化」を推進する必要が伺えます。 

「防犯・交通安全」、「防災」、「環境保全・

美化」、「高齢者福祉」や「子育て支援」などが

上位を占め、安全安心のまちづくりや少子高齢社

会がもたらす課題への関心の高さが伺えます。 

 その他の意見としては、「住んでいる地区内の

交流意見交換」「強制的でなく身近な物事を中心

に周りの住人参加のボランティア活動」などの意

見が寄せられました。 


